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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第54期中 第55期中 第56期中 第54期 第55期

会計期間

自　平成25年
　　10月１日
至　平成26年
　　３月31日

自　平成26年
　　10月１日
至　平成27年
　　３月31日

自　平成27年
　　10月１日
至　平成28年
　　３月31日

自　平成25年
　　10月１日
至　平成26年
　　９月30日

自　平成26年
　　10月１日
至　平成27年
　　９月30日

売上高 (千円) 187,848 193,713 188,627 338,100 345,394

経常利益 (千円) 21,398 24,097 22,029 6,052 6,144

中間(当期)純利益 (千円) 13,840 14,786 14,307 3,626 3,954

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― － ― －

資本金 (千円) 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000

発行済株式総数 (株) 8,250 8,250 8,250 8,250 8,250

純資産額 (千円) 1,457,803 1,462,375 1,465,851 1,447,589 1,451,543

総資産額 (千円) 1,518,105 1,612,238 1,602,948 1,496,624 1,580,286

１株当たり純資産額 (円) 176,703.46 177,257.64 177,678.93 175,465.37 175,944.72

１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 1,677.69 1,792.27 1,734.22 439.60 479.35

潜在株式調整後
１株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ― － ― －

１株当たり配当額 (円) ― ― － ― －

自己資本比率 (％) 96.0 90.7 91.4 96.7 91.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 41,730 50,475 49,231 38,955 55,319

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,627 △1,280 △52,090 △7,757 △11,605

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― △2,430 △4,860 ― △7,290

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 168,844 209,704 191,644 162,939 199,363

従業員数
(外、平均臨時雇用者数)

(人)
31 32 32 32 32
(8) (9) (8) (9) (9)

 

(注) １　売上高には、消費税等を含まない。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　当社は中間連結財務諸表を作成しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。

 

EDINET提出書類

備南観光開発株式会社(E04646)

半期報告書

 2/30



 

２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、重要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当社には関係会社はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

平成28年３月31日現在

従業員数(人) 32 （8）
 

(注)従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数は(　　)内に当中間会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。

 

(2) 労働組合の状況

当社には労働組合はありません。

なお、労使関係について特に記載すべき事項はありません。

 

EDINET提出書類

備南観光開発株式会社(E04646)

半期報告書

 3/30



第２ 【事業の状況】

 

１ 【業績等の概要】

当社には、子会社がなくゴルフ場経営しか行っておりませんので、セグメントの記載はしておりません。

 

(1) 業績

当上半期の来場者は、14,720人で前上半期の15,071人に比し351人の減少（前年同期比2.3％減）でした。営業収

入は188,627千円（前年同期比2.6％減）を計上し、経費の圧縮を図った結果、経常利益は22,029千円（前年同期比

8.6％減）、中間純利益は14,307千円（前年同期比3.2％減）となりました。

 

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2) キャッシュ・フロー

当中間会計期間における現金及び現金同等物(以下資金という)は、営業活動により49,231千円増加しましたが、

投資活動により52,090千円減少し、財務活動により4,860千円減少した結果、前中間会計期間末に比べ18,060千円

（8.6％）減少し、当中間会計期間末には191,644千円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における営業活動による資金の増加は49,231千円となり、前中間会計期間に比べ1,211千円

（2.5％）減少しました。これは中間純利益の減少、法人税等の支払額の増加等によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における投資活動による資金の減少は52,090千円となり、前中間会計期間に比べ50,810千円

（3,969.5％）支出が増加しました。これは定期預金の預入による支出等によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間会計期間における財務活動による資金の減少は、4,860千円となり、前中間会計期間に比べ2,430千円

（100.0％）支出が増加しました。これはリース債務の返済によるものであります。
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２ 【収容能力・来場者数・営業収入の状況】

(1) 収容能力

当松永カントリークラブは自然を生かした手作りのコースで樹木に囲まれた各ホールは攻めるのに技術を必要と

されるコースで、距離は少し短く18ホールズ（6,587ヤード、パー72）で１日の収容能力は230名位でありますが、

待時間を考えて200名位に止める様に致しております。

 

食堂収容人員は50テーブル200名と専用ミーティングルームによりゆっくりとパーティーも出来ます。

練習場は、15打席であります。その他にバンカー練習場とパターの練習場があります。
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(2) 来場者数実績

 
第55期上半期

(26.10.１～27.３.31)
第56期上半期

(27.10.１～28.３.31)

月別
会員
(人)

ビジター
(人)

計
(人)

１日平均 月別
会員
(人)

ビジター
(人)

計
(人)

１日平均

10 920 1,924 2,844
(31日)
91人

10 855 1,751 2,606
(31日)
84人

11 978 1,904 2,882
(30日)
96人

11 867 1,874 2,741
(30日)
91人

12 819 1,562 2,381
(31日)
76人

12 1,005 1,648 2,653
(31日)
85人

１ 1,024 1,371 2,395
(30日)
79人

１ 1,022 1,475 2,497
(30日)
83人

２ 766 1,303 2,069
(28日)
73人

２ 656 1,352 2,008
(27日)
74人

３ 988 1,512 2,500
(29日)
86人

３ 969 1,246 2,215
(29日)
 76人

計 5,495 9,576 15,071
(179日)
84人

計 5,374 9,346 14,720
(178日)
82人

％ 36.5 63.5 100.0  ％ 36.5 63.5 100.0  
 

 

(3) 営業収入の実績

 

 
第55期上半期

(26.10.１～27.３.31)
第56期上半期

(27.10.１～28.３.31)

科目 金額(千円) 百分比(％) 金額(千円) 百分比(％)

営業収入の部

入場料収入 28,350 14.7 23,934 12.7

キャディフィ収入 45,210 23.3 46,827 24.8

食堂売店収入 37,442 19.3 38,042 20.2

厚生費収入他 49,849 25.7 46,618 24.7

会費 32,859 17.0 33,204 17.6

合計 193,713 100.0 188,627 100.0
 

(注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

３ 【対処すべき課題】

当中間会計期間において当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

４ 【事業等のリスク】

当中間会計期間において、本半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断

に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」につ

いて重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

EDINET提出書類

備南観光開発株式会社(E04646)

半期報告書

 6/30



 

５ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

６ 【研究開発活動】

サービス業のため特に研究開発活動は行っていません。

 

７ 【財政状態、経営成績及びキヤッシュ・フローの状況の分析】

(1) 当中間会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ22,661千円増加し、1,602,948千円となっております。

中間貸借対照表の主要項目ごとの主な増減は、次のとおりであります。

 

(流動資産)

流動資産は、前事業年度に比べ、42,970千円増加し277,505千円となりました。これは現預金の増加が主な要因

であります。

 

 

(固定資産)

固定資産は、前事業年度に比べ、20,308千円減少し、1,325,442千円となりました。これは減価償却費22,826千

円が主な要因であります。

 

 

(負債)

負債は、前事業年度に比べ、8,354千円増加し、137,097千円となりました。これは未払法人税等の計上7,917千

円が主な要因であります。

 

(純資産)

純資産は、前事業年度に比べ、14,307千円増加し、1,465,851千円となりました。これは中間純利益の計上によ

るものであります。

 

(2) 当中間会計期間の経営成績の分析

当中間会計期間の経営成績の状況につきましては、「1　業績等の概要　(1)　業績」に記載のとおりでありま

す。

 

(3) キャッシュ・フローの分析

キャッシュ・フローの状況につきましては、「1　業績等の概要　(2)　キャッシュ・フロー」に記載のとおり

であります。

 

(4) 財政状態及び経営成績に重要な影響を与える要因について

当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「4　業績等のリスク」に記載のとお

りであります。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

該当事項はありません。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000

計 12,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年6月24日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,250 8,250 非上場・非登録
当社は単元株制度は採用して
おりません。

計 8,250 8,250 ― ―
 

（注）当社の株式の譲渡については、当社取締役会の承認を要します。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式総数
増減数(株)

発行済株式総数
残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増減
額(千円)

資本準備金残高
(千円)

平成28年3月31日 － 8,250 － 90,000 － 1,331,790
 

 

(6) 【大株主の状況】

平成28年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

リョービ株式会社 府中市目崎町762 216 2.62

福山瓦斯株式会社 福山市南手城町2丁目26番1号 156 1.89

光和物産株式会社 福山市南本庄２－１－27 126 1.53

府中高速運輸株式会社 府中市本山町530番地の184 120 1.45

山陽染工株式会社 福山市一文字町10－１ 108 1.31

株式会社一富士興業 福山市西町3-1-1 108 1.31

日東製網株式会社 東京都港区新橋２－20－15－701 84 1.02

株式会社天満電機産業 尾道市高須町有江台2956-10 78 0.95

ヒロボー株式会社 府中市本山町530－214 66 0.80

リョービミツギ株式会社 尾道市御調町高尾200 60 0.73

計  1,122 13.60
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―  

議決権制限株式(自己株式等) ― ―  

議決権制限株式(その他) ― ―  

完全議決権株式(自己株式等) ― ―  

完全議決権株式(その他) 普通株式　8,250 8,250
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

発行済株式総数 8,250 ―  

総株主の議決権 ― 8,250  
 

 

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【株価の推移】

当社の株式は、非上場、非登録のため該当事項はありません。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動は、ありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、中間会計期間（平成27年10月1日から平成28年3月31日ま

で）の中間財務諸表について、公認会計士 新木武馬氏により中間監査を受けております。

 

３　中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２ 【中間財務諸表等】
(1)【中間財務諸表】
①【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年９月30日)
当中間会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 199,363 241,644

  未収入金 22,806 20,352

  たな卸資産 5,970 5,747

  仮払金 135 57

  その他 6,259 ※2  9,703

  流動資産合計 234,535 277,505

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 609,090 600,600

   構築物（純額） 152,723 146,186

   機械及び装置（純額） 15,009 14,332

   車両運搬具（純額） 903 724

   工具、器具及び備品（純額） 15,922 15,570

   リース資産（純額） 74,250 69,750

   土地 471,022 471,022

   有形固定資産合計 ※1  1,338,922 ※1  1,318,186

  無形固定資産 334 334

  投資その他の資産 6,493 6,921

  固定資産合計 1,345,751 1,325,442

 資産合計 1,580,286 1,602,948

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 2,365 2,082

  リース債務 9,720 9,720

  未払法人税等 1,905 7,917

  未払消費税等 192 -

  賞与引当金 5,733 5,061

  その他 19,982 ※2  27,104

  流動負債合計 39,900 51,885

 固定負債   

  リース債務 70,470 65,610

  退職給付引当金 18,372 19,601

  固定負債合計 88,842 85,211

 負債合計 128,743 137,097

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 90,000 90,000

  資本剰余金   

   資本準備金 1,331,790 1,331,790

   資本剰余金合計 1,331,790 1,331,790

  利益剰余金   

   利益準備金 3,222 3,222

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 26,531 40,839

   利益剰余金合計 29,753 44,061

  株主資本合計 1,451,543 1,465,851

 純資産合計 1,451,543 1,465,851

負債純資産合計 1,580,286 1,602,948
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②【中間損益計算書】
           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

当中間会計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 193,713 188,627

売上原価 98,601 92,939

売上総利益 95,112 95,688

販売費及び一般管理費 77,705 78,323

営業利益 17,406 17,364

営業外収益 ※1  6,691 ※1  4,664

営業外費用 - -

経常利益 24,097 22,029

特別利益 - -

特別損失 - -

税引前中間純利益 24,097 22,029

法人税、住民税及び事業税 8,924 7,917

法人税等調整額 387 △195

法人税等合計 9,311 7,721

中間純利益 14,786 14,307
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③【中間株主資本等変動計算書】

 前中間会計期間(自 平成26年10月１日　至 平成27年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 90,000 1,331,790 1,331,790 3,222 22,577 25,799 1,447,589 1,447,589

当中間期変動額         

中間純利益     14,786 14,786 14,786 14,786

当中間期変動額合計     14,786 14,786 14,786 14,786

当中間期末残高 90,000 1,331,790 1,331,790 3,222 37,363 40,585 1,462,375 1,462,375
 

 

 当中間会計期間(自 平成27年10月１日　至 平成28年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 90,000 1,331,790 1,331,790 3,222 26,531 29,753 1,451,543 1,451,543

当中間期変動額         

中間純利益     14,307 14,307 14,307 14,307

当中間期変動額合計     14,307 14,307 14,307 14,307

当中間期末残高 90,000 1,331,790 1,331,790 3,222 40,839 44,061 1,465,851 1,465,851
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】
           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

当中間会計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 24,097 22,029

 減価償却費 21,315 22,826

 賞与引当金の増減額（△は減少） △525 △672

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,526 1,228

 受取利息 △14 △16

 売上債権の増減額（△は増加） 4,147 2,454

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,244 222

 仮払消費税等の減少額又は増加額（△） △9,302 △5,123

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,961 1,524

 仕入債務の増減額（△は減少） 65 △282

 未払消費税等の増減額（△は減少） △5,506 △192

 仮受消費税等の増加額又は減少額（△） 15,952 12,949

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △4,171 △5,827

 小計 50,792 51,119

 利息の受取額 14 16

 法人税等の還付額 156 -

 法人税等の支払額 △488 △1,905

 営業活動によるキャッシュ・フロー 50,475 49,231

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 - △50,000

 有形固定資産の取得による支出 △1,280 △2,090

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,280 △52,090

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 リース債務の返済による支出 △2,430 △4,860

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,430 △4,860

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 46,765 △7,718

現金及び現金同等物の期首残高 162,939 199,363

現金及び現金同等物の中間期末残高 209,704 191,644
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準及び評価方法は、最終仕入原価法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下による

簿価切下げの方法)を採用している。

２　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

①平成19年3月31日以前に取得した建物、構築物、工具器具及び備品は旧定額法、機械及び装置、車輛運搬具は旧定

率法を採用している。

②平成19年4月1日以降に取得した建物、構築物、工具器具及び備品は定額法、機械及び装置、車輛運搬具は定率法

を採用している。

　なお、主な耐用年数は以下の通りである。

建物及び構築物 ７年～65年

その他 ３年～30年
 

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用している。

(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース取引

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっている。

 

３　引当金の計上基準

(1) 賞与引当金

賞与引当金は、従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち当中間会計期間の負

担額を計上している。

(2) 退職給付引当金

従業員に支給される退職給付に備えるため当事業年度末における退職給付債務及び中小企業退職金共済制度によ

り支給される金額に基づき、当中間会計期間末において発生していると認められる額を計上している。

 

４　中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

中間キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引出可能な預金及び容易に

換金可能であり、かつ価値の変動については僅少なリスクしか負わない取得日から３ケ月以内に償還期間の到来す

る短期投資からなっている。

５　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっている。
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(中間貸借対照表関係)

※１

 

 
前事業年度

(平成27年９月30日)
当中間会計期間
(平成28年３月31日)

有形固定資産の
減価償却累計額

1,231,962千円 1,254,788千円
 

 

※２　消費税等の取扱い

前事業年度(平成27年９月30日)

－

当中間会計期間(平成28年３月31日)

仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺せず、それぞれ流動資産の「その他」、流動負債の「その他」に含めて表

示しております。

 

(中間損益計算書関係)

※１　営業外収益のうち主要なもの

 

 
前中間会計期間

(自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日)

名義書換料 4,000千円 4,600千円
 

 

　２　減価償却実施額

 

 
前中間会計期間

(自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日)

有形固定資産 21,315千円 22,826千円

無形固定資産 －千円 －千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 8,250 － － 8,250

合　計（株） 8,250 － － 8,250
 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 8,250 － － 8,250

合　計（株） 8,250 － － 8,250
 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

該当事項はありません。
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(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間会計期間

(自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日)

現金及び預金勘定 209,704千円 241,644千円

預入期間が３カ月を超える
定期預金

－千円 △50,000千円

現金及び現金同等物 209,704千円 191,644千円
 

 

 

 （リース取引関係）

　ファイナンス・リース取引

(借主側)

所有権移転外ファイナンス・リース取引

前事業年度(平成27年９月30日)

①　リース資産の内容

有形固定資産　電磁誘導ゴルフカート５５台であります。

②　リース資産の減価償却の方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

　　当中間会計期間（平成28年3月31日）

　　①リース資産の内容

　　　有形固定資産　電磁誘導ゴルフカート５５台であります。

　　②リース資産の減価償却の方法

　　　重要な会計方針「2.固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりであります。

 
(金融商品関係)

前事業年度（自　平成26年10月１日　至　平成27年９月30日）

金融商品の時価等に関する事項

平成27年9月30日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。なお、

時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません。

   （単位：千円）

 貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

(1)現金及び預金 199,363 199,363 －

(2)未収入金 22,806 22,806 －

　(資産計) 222,170 222,170 －

(1)買掛金 2,365 2,365 －

(2)未払金 14,149 14,149 －

(3)未払法人税等 1,905 1,905 －

(4)未払費用 2,606 2,606 －

(5)預り金 3,227 3,227 －

(6)未払消費税等 192 192 －

(7)リース債務(※) 80,190 77,238 △2,951

　(負債計) 104,636 101,685 △2,951
 

　　　　　(※)リース債務は、流動負債に属する金額と固定負債に属する金額を合計した金額であります。

 

（注）　金融商品の時価の算定方法

資産

(1)　現金及び預金　　(2)　未収入金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当

該帳簿価額によっています。
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負債

(1)　買掛金　　(2)　未払金　　(3)　未払法人税等　　(4)　未払費用

(5)　預り金　　(6)　未払消費税等

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当

該帳簿価額によっています。

　　　　　　　　　　　(7)　リース債務

　　　　　　　　　　　元利金の合計額を、新規に同様のリース取引を行なった場合に想定される利率で割り引いた

　　　　　　　　　　　現在価値により算定しています。
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当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

金融商品の時価等に関する事項

平成28年3月31日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の通りであります。なお、時

価を把握することが極めて困難とみとめられるものは含まれておりません。

 

(単位：千円)

 中間貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 241,644 241,644 －

(2) 未収入金 20,352 20,352 －

資産計 261,996 261,996 －

(1) 買掛金 2,082 2,082 －

(2) 未払法人税等 7,917 7,917 －

(3) リース債務（※） 75,330 72,743 △2,586

負債計 85,330 82,743 △2,586
 

　（※）リース債務は、流動負債に属する金額と固定負債に属する金額を合計した金額であります。

 
（注）金融商品の時価の算定方法

資産

(1)　現金及び預金　　(2)　未収入金

これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価

額によっています。

負債

(1)　買掛金　　(2)　未払法人税等

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっています。

　　　　　　(3)　リース債務

　　　　　　元利金の合計額を、新規に同様のリース取引を行なった場合に想定される利率で割り引いた現在価値

に　　　　　

　　　　　　より算定しています。
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(有価証券関係)

前事業年度（自　平成26年10月１日　至　平成27年９月30日）

有価証券の保有はありません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

有価証券の保有はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

前事業年度（自　平成26年10月１日　至　平成27年９月30日）

当社はデリバティブ取引は全く利用していませんので該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

当社はデリバティブ取引は全く利用していませんので該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

前中間会計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

該当事項はありません。

 

(持分法損益等)

当社には関連会社がないため該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(資産除去債務関係)

前事業年度（自　平成26年10月1日　至　平成27年9月30日）

当ゴルフ場土地の一部は、賃貸借契約に基づく原状回復義務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産で

あるゴルフ場用地として、開場以来、現在に至るまで更新契約を継続しており、今後も長期借地予定であることか

ら、使用期間が明確でなく、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産

除去債務を計上しておりません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月1日　至　平成28年3月31日）

当ゴルフ場土地の一部は、賃貸借契約に基づく原状回復義務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産で

あるゴルフ場用地として、開場以来、現在に至るまで更新契約を継続しており、今後も長期借地予定であることか

ら、使用期間が明確でなく、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産

除去債務を計上しておりません。

 

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間会計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

当社は、ゴルフ事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

前中間会計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。

 

２　地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域ごとの売上

高の記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域

ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省

略しております。

 

２　地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が中間損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域ごとの売上

高の記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域

ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 

３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前中間会計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間会計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間会計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

当中間会計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額及び算定上の基礎並びに１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 

項目
前事業年度

(平成27年９月30日)
当中間会計期間
(平成28年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 175,944 円72銭 177,678 円93銭

　（算定上の基礎）   

　　純資産の部の合計額(千円) 1,451,543 1,465,851

　　純資産の部の合計額から控除する金額(千円) － －

　　普通株式に係る中間期末(期末)の純資産額(千円) 1,451,543 1,465,851

　　１株当たり純資産額の算定に用いられた
　　中間期末(期末)の普通株式の数(株)

8,250 8,250
 

 

項目
前中間会計期間

(自　平成26年10月１日
至　平成27年３月31日)

当中間会計期間
(自　平成27年10月１日
至　平成28年３月31日)

(2) １株当たり中間純利益 1,792円27　銭 1,734 円22　銭

　（算定上の基礎）   

　　中間純利益(千円) 14,786 14,307

　　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　　普通株式に係る中間純利益(千円) 14,786 14,307

　　普通株式の期中平均株式数(株) 8,250 8,250
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益について潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

 
有価証券報告書

及びその添付書類

事業年度

(第55期)

自　平成26年10月１日

至　平成27年９月30日
 
平成27年12月24日

中国財務局長に提出
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

平成２８年６月２３日

備南観光開発株式会社

取締役会　御中

新木武馬公認会計士事務所
 

 

公認会計士　　新木　武馬　　　　　　　㊞
 

 

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている備南

観光開発株式会社の平成27年10月１日から平成28年９月30日までの第56期事業年度の中間会計期間(平成27年10月１日か

ら平成28年３月31日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算

書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

 

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私の責任は、私が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

私は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、

私に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表

示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施する

ことを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続の

一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、私の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及

び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価

の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行

われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間監査意見

私は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、備

南観光開発株式会社の平成28年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間(平成27年10月１日か

ら平成28年３月31日まで)の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 

(注) １　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出

会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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